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２０２１年度もアル・カイールアカデミーへ
４７トンの衣類をお届けしました！

皆さまのご協力に感謝申し上げます！！

コロナ禍も3年目に入りファイバーリサイクルセンターでは、作業に携わる就労訓練者と支援員の感染対

策を行いながら、パキスタンに衣類を輸出する作業と国内のゆう*あいショップで販売する衣類の仕分け作

業に取り組んでいます。

衣類の回収については、外出自粛による家庭内の衣類整理をされたのか、8,700名余りの方から年間

77.5トン（前年比106.4%）のご提供をいただきました。

2021年度は、コロナ禍前の年3回のパキスタンへの衣類送り出しを予定していましたが、オミクロン株

の爆発的流行により、感染者数が比較的落ち着いた2021年4月23日と10月22日の2回で送り出しを行

うことができました。

世界的に海上輸送用のコンテナ不足が続き、伴う海上運賃も高騰し、1回のコンテナで送る衣類は毎回

23トン前後で、買い取り価格もさほどの変動はありませんが、掛かる海上運賃はコロナ禍前の平均の約3

倍（昨年10月時点で74万円）になっています。更に輸入関税も値上がりしており、現地の利益が大幅に

減少しています。NPO法人日本ファイバーリサイクル連帯協議会、AKBGとコロナ禍前のような利益を生

み出すにはどうすればよいのか、ともに考えて実行していきたいと思います。

体育の授業

荷崩れ防止のため、段ボール
は使わないでください。

＊後日、郵送で振込用紙をお届けしますので、
　郵便局から代金をお振込みください。

（申し込みから数日後）
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パキスタン アル・カイールアカデミー現地報告

２０２１年８月５日にファイバーリサイクル運動事業を推進しているワーカーズで、「ファイバー

リサイクル運動の原点を学ぶ」をテーマに、リモートで研修会を開催しました。講師はグリーンコー

プと連帯している、千葉県のNPO法人日本ファイバーリサイクル連帯協議会（JFSA）理事長の依

知川守さんをお迎えしました。

コロナ禍でパキスタン現地も混乱し、その状況下でも地域の支えとして取り組まれているアル・

カイールアカデミーの活動報告をお聞きしました。

今回の通信では、新たな学校と医療センターが開設されたことを報告します。

２０２０年１０月には、ムザヒル校長の友人の協力で、カレッ

ジの１階に医療センターが開設されました。

以前は小さなクリニックが２つあり、簡単な治療をしていました

が、これだけでは子どもたちの生命を救えない、初期の段階で病気

に気づいて悪化を防ぐことが必要だとして開設されています。

ムザヒル校長は「病気になれば学ぶことも親が仕事をすること

も困難になる。教育とともに健康がとても大切。」と言われ、学

校の生徒に限らず、地域の全ての人を受け入れています。診察、

治療、手術など全て無料です。

また、女性の相談窓口として妊娠や出産などの知識もお伝えし

ています。

アル･カイールアカデミーは１９８７年に本校（キャンパス１）が開校され、その後２０１６年ま

でに分校を７つ（キャンパス７まで）とカレッジ１

つを開校して進んできました。

その中のキャンパス３では、地域の部族的価値観

から女子生徒の中退が多く課題となっていました

が、「女子校であれば通学させたい」との親の思い

から、２０２０年１１月にキャンパス８として初め

て女子校を開校しました。

これによって、学校へ行けなかった村周辺の女性

たちに、読み書きや縫製を学ぶ機会をつくることに

つながっています。

ファイバーリサイクル運動研修報告

2020年　カレッジに医療センター開設

2020年　女子校開設

キャンパス８（女子校）

第８分校のすぐ向かいに開設されているテクニカルスクール・ワンギーゴート

村周辺の女性たちに読み書きと刺繡・縫製を教えるコースがある（１年／半年）

アル・カイール医療センター　ムザヒル校長の友人で医師のイクバル・ハッサン博士

（ダウ医科大学の元教授）の協力でカレッジ1階に開設

私たちが寄付を受けて送り出す衣類が、パキスタンのカラチの子どもたちの学びに
つながり、地域の人たちの命を守ることにもつながっていると実感したことを共有し
ました。
これからも寄付をいただく意義、目的をお伝えし、※ＳＤＧｓの取り組みが進む中
で、グリーンコープのファイバーリサイクル運動への参加をもっともっと呼びかけよ
うと確認しました。

労働協同組合 ゆう＊あい福岡 代表 田原 幸子

※ＳＤＧｓとは「Sustainable Development Goals」を略したもので、日本語では「持続可能な開発目標」
　と呼び、２０３０年までに達成すべき１７の目標のことです。
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皆さまの衣類が国内外での様々な支援に役立っています。
大切なものをご提供いただき、ありがとうございます！！

カラチの港に到着した衣類は現地の古着の
卸売業者に販売され、パキスタン国内だけではなく
中央アジアやアフリカ等の様々な国へと販売されます。

グリーンコープは、様々な事情で
働くことから遠ざかっている方々の
自立支援として、一般就労等に向け
て準備を進めていく就労支援事業に取り組ん
でいます。パキスタンの子どもたちに届ける
という大きな役割を実感しながら、日々心身
ともに元気を取り戻し就労や自立に向かって
います。 皆さまからセンターに届けられた衣類

ご提供いただいた衣類は、パキスタンや日本で商品として販売されます。
パキスタンで販売された衣類は、アル・カイールアカデミーの運営費として役
立てられています。お送りいただける衣類は、フリーマーケットで販売されてい
る程度の品質のものをお願いします。
「不用品を出す」のではなく「使っていないものを生かす」ためのファイバー
リサイクル運動です。衣類はシミ、破れ、虫食い、毛玉などがないものを洗濯して、
靴やバッグは汚れを落としたものをお送りください。

ご協力をよろしくお願いします。

パキスタンでの需要が高い以下の品目が不足しています
ぜひ送ってください

●男性衣類
　・Tシャツ（長袖・半袖）　・トレーナー　・カジュアルシャツ（長袖・半袖）
　・カッターシャツ（長袖・半袖）　
●女性下着　　・ブラジャー　・ガードル　・ボディスーツ　
●子ども服（特に夏物）
●シーツ　●ハンカチ　●タオル　●タオルケット　●毛布　●カーテン

受付できないもの

●受付品目にないもの
●綿入りの寝具
●スカート、女性用スーツ（上下とも）、キュロット　※女性は、民族衣装を着用しており、
パキスタンでの需要がないため、受付できません
●ストッキング（新品・中古とも）　●中古のくつ下　●豚革の衣類
●スキーウェア　●制服

受付品目 新品のみ 中古または新品

男・女共

・パジャマ ・カッターシャツ（長袖、半袖）
・カジュアルシャツ（長袖、半袖）
・ Ｔ シャツ（長袖、半袖）　・トレーナー　・セーター　・ベスト
・ジャケット（スーツの上着のみは不可）
・ジャンパー　・コート　・Gパン　・革ジャン（豚革以外）

男性用

・ネクタイ
・下着
 （長袖シャツ）

・ズボン（長ズボン、短パン、スウェット）
・ポロシャツ（長袖、半袖）
・スーツ（上下セットのみ、ネーム入り可）
・下着（半袖シャツ、ランニング、ブリーフ、トランクス）

女性用
・下着
 （ショーツ、スリップ）

・ズボン（長ズボン、スウェット、スパッツ）
・ブラウス　・ワンピース
・下着（ブラジャー、ガードル、ボディスーツ）

衣類以外

・靴下
・エプロン

・シーツ　・毛布（薄手歓迎）　・タオルケット　
・布地（２m以上のもの、反物）　・カーテン　・レースカーテン
・ハンカチ　・テーブルクロス　
・タオル（バスタオル、ハンドタオル含む）
・スカーフ　・ストール　・マフラー　・靴　・帽子（麦わら不可）
・手袋　・ベルト　・バッグ（リュック、ポーチ、財布）

子ども用
・新生児〜120cm（特に夏もの）
・120cm〜160cm（新品に近いもの）
・下着類（布おむつ、おむつカバー含む）

和服類
（国内販売用）

・和服（正絹、麻、綿のみ）　・帯（正絹のみ）　・ゆかた　
・和装小物（帯〆、帯揚、帯留め、バッグ等）　
・反物（正絹、麻、綿のみ）

4



皆さまの衣類が国内外での様々な支援に役立っています。
大切なものをご提供いただき、ありがとうございます！！

カラチの港に到着した衣類は現地の古着の
卸売業者に販売され、パキスタン国内だけではなく
中央アジアやアフリカ等の様々な国へと販売されます。

グリーンコープは、様々な事情で
働くことから遠ざかっている方々の
自立支援として、一般就労等に向け
て準備を進めていく就労支援事業に取り組ん
でいます。パキスタンの子どもたちに届ける
という大きな役割を実感しながら、日々心身
ともに元気を取り戻し就労や自立に向かって
います。 皆さまからセンターに届けられた衣類

ご提供いただいた衣類は、パキスタンや日本で商品として販売されます。
パキスタンで販売された衣類は、アル・カイールアカデミーの運営費として役
立てられています。お送りいただける衣類は、フリーマーケットで販売されてい
る程度の品質のものをお願いします。
「不用品を出す」のではなく「使っていないものを生かす」ためのファイバー
リサイクル運動です。衣類はシミ、破れ、虫食い、毛玉などがないものを洗濯して、
靴やバッグは汚れを落としたものをお送りください。

ご協力をよろしくお願いします。

パキスタンでの需要が高い以下の品目が不足しています
ぜひ送ってください

●男性衣類
　・Tシャツ（長袖・半袖）　・トレーナー　・カジュアルシャツ（長袖・半袖）
　・カッターシャツ（長袖・半袖）　
●女性下着　　・ブラジャー　・ガードル　・ボディスーツ　
●子ども服（特に夏物）
●シーツ　●ハンカチ　●タオル　●タオルケット　●毛布　●カーテン

受付できないもの

●受付品目にないもの
●綿入りの寝具
●スカート、女性用スーツ（上下とも）、キュロット　※女性は、民族衣装を着用しており、
パキスタンでの需要がないため、受付できません
●ストッキング（新品・中古とも）　●中古のくつ下　●豚革の衣類
●スキーウェア　●制服

5



高城店
グリーンコープ生協おおいた

　高城店は大分のゆう＊あいショップの中で、一番広い店舗で運営しています。さらに、グリー
ンコープの３店舗とキープ＆ショップ 2 店舗の一角に衣類を常設するなど、広範囲で販売して
います。品揃えも豊富にあり、「見るだけでも楽しい」と、お客様には大変喜ばれています。
　コロナ禍でも、ありがたい事にお客様の足は途絶えることなく、ご来店頂いています。特に
高齢者の方は、家の中で閉じ籠っていることに限界を感じられて、気分転換に来店される方も
いらっしゃいます。布を購入され、ハンドメイドに勤しむなど、お家時間の充実にも一役買った
ようです。また、家の片付けをされる方が大変多くなり、寄付の量も過去最高となりました。
しかし、ファイバーリサイクルの目的から外れる物もあり、品質の向上と運動の取り組みを丁
寧にお伝えすることが必要だと感じています。コロナ禍でも最善な方法で、お客様に喜ばれる
お店作りを行っていきます。

ファイバーリサイクルショップ
久留米

グリーンコープ生協ふくおか

　「ファイバーリサイクルショップ久留米」は、グリーンコープ久留米支部の配送センター内に
併設されており、 毎週土曜日の１１時～１５時オープンしています。倉庫機能を兼ね備えたショッ
プなので、衣類も小物も数多くの商品の中からお気に入りを見つけることができますよ ！
　また、来店者の方に喜んでいただけるように、ミニ着物市や小物掘り出し市など、週ごとに
違うお楽しみ企画や、夏と冬には半額セールを開催予定です。ぜひ、お買い物に来てください
ね♡　

ゆう＊あいショップ藤崎店
グリーンコープ生協ふくおか

　ゆう＊あいショップ藤崎店は、今年５月に開店９周年を迎えます。場所は、地下鉄藤崎駅か
ら徒歩５分、高取商店街内のグリーンコープ藤崎店隣にあります。組合員や地域の方々から古
着のお店として愛されています。皆様からご寄付いただいた衣類を次の方へつなげたい。ご自
宅に眠る衣類を循環させ、 ＳＤＧｓの取り組みに邁進します。
　９周年記念フェアでは、来店プレゼントの絹ウエス（着物のシルク裏生地をカットしたものを
油ものなどのふき取りに利用できます）を用意して皆様のお越しをお待ちしています。

就労訓練修了者
インタビュー！

～ファイバーリサイクルセンター
　　訓練修了者のお二人を取材しました～

Ｑ１: ファイバーリサイクルセンターとの出会いは？
Ｑ２: なぜ訓練に参加するようになったのですか？
Ｑ３: 訓練に参加後の心境の変化はありましたか？
Ｑ４: 将来どんなことをしてみたいですか？

１．そう、あれは2年前ですかね。23年
間勤めていた会社を病気になってクビ
になった後、区役所の保護課の職員か
ら抱樸館福岡のことを聞いて館へ入館
しました。
抱樸館の相談員に「就労訓練をする
ファイバーリサイクルセンターというと
ころがあります」と聞いてファイバーリ
サイクルセンターの存在を知りました。

２．働いていたころよりも自分の体力が衰えて、何度も病院に
通院していましたが、「老化現象だろう」ということで大きな病
気じゃなかったのが良かったですね ！
それを見かねた館の相談員から「就労訓練に行ってみませんか」
と誘われました。
自分も体力作りと人とのコミュニケーションとかを感じたかった
のと、ファッション（アメカジ）が好きだったこともあり、訓練に参
加することにしました。

３．今思うと、体力が落ちていく中で、訓練に参加しながら病気
をきちんと治療したのが良かったと思います。
訓練中は思うように病気の治療が進まず、気の焦りやイライラ
をファイバーのみなさんにぶつけてしまったなと思います。その
時に「やはり人間は体力が大事だな」と思いました。
体力が自分の「気力」になり「自信」に繋がるのでしょうね。

４．将来といっても、もう60も過ぎて普通で言えば今が「将来」
というところでしょう。
「何をやろうか」とか「何ができるか」と思ったら、まだ何も浮かん
できませんが、今振り返ってみると「人並みの基本的な事」を出
来る様にしたいのに「偏った人生」を生
きてきたような気がするので、やはり
「我慢」とか「忍耐」とかを考えて行動
しなければと思うようになってきまし
た。
そう思えるようになったのもファイ
バーの皆さんのおかげです。

１．「困りごと相談室」からファイバーリ
サイクルセンターを紹介されました。
最初は特に不安などは感じませんでし
たが、「ここは何をするところなのか」と
疑問を持っていました。

２．本格的に仕事をする前の体慣らしと
して、訓練に参加することにしました。
ファイバーリサイクルセンターの衣類の

仕分け作業は自分の体力を持て余していたので、訓練から数ヶ
月経った頃に、グリーンコープ連合会の青果リパックセンターへ
の施設外就労訓練に参加することになりました。
青果リパックセンターの訓練では、働いているパートさんの補
助をするのですが、青果の種類によって忙しくなるので頭が疲
れることが多くなりました。
その後、青果リパックのアルバイトとして働くことになりました。
リパックの人たちはとても優しくて、楽しく仕事をさせてもらっ
ています ！

３．自分では何も変わっていないと思います。
他の訓練者の人たちは自分よりも年上ばかりでしたが、年齢に
関わらず仲良くできました。
自分の信念は曲げずにできたと思います。

４．まだ特に決まっていませんが、これから自分の興味が持てる
ことを見つけたいと思っています。
現在、青果リパックセンターで月曜日から金曜日まで働いてい
るので、休みの日は身体を休めるためにとてもゆっくり過ごし
ています。
ファイバーリサイクルセンターの支援員さんが、施設外就労訓練
の同行でリパックに来てくださるので、こちらも嬉しく思います ！

Iさん（60代） Nさん（20代）

2021年度パキスタン送り出しのご報告
２０２１年度は新型コロナウイルスの影響で、
パキスタンへの送り出しは２回のみとなりました。

50㎏のベール（種類別に衣類を圧縮した包み）を、一つひとつみんなで力を合わせて積み込みました

衣類回収量

 77，491㎏

パキスタン輸出総量

 47，005㎏

日付

第25回

第26回

重量

4月23日 22，697㎏

10月22日 24，308㎏
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2022.6.27

２０２１年度もアル・カイールアカデミーへ
４７トンの衣類をお届けしました！

皆さまのご協力に感謝申し上げます！！

コロナ禍も3年目に入りファイバーリサイクルセンターでは、作業に携わる就労訓練者と支援員の感染対

策を行いながら、パキスタンに衣類を輸出する作業と国内のゆう*あいショップで販売する衣類の仕分け作

業に取り組んでいます。

衣類の回収については、外出自粛による家庭内の衣類整理をされたのか、8,700名余りの方から年間

77.5トン（前年比106.4%）のご提供をいただきました。

2021年度は、コロナ禍前の年3回のパキスタンへの衣類送り出しを予定していましたが、オミクロン株

の爆発的流行により、感染者数が比較的落ち着いた2021年4月23日と10月22日の2回で送り出しを行

うことができました。

世界的に海上輸送用のコンテナ不足が続き、伴う海上運賃も高騰し、1回のコンテナで送る衣類は毎回

23トン前後で、買い取り価格もさほどの変動はありませんが、掛かる海上運賃はコロナ禍前の平均の約3

倍（昨年10月時点で74万円）になっています。更に輸入関税も値上がりしており、現地の利益が大幅に

減少しています。NPO法人日本ファイバーリサイクル連帯協議会、AKBGとコロナ禍前のような利益を生

み出すにはどうすればよいのか、ともに考えて実行していきたいと思います。

体育の授業

荷崩れ防止のため、段ボール
は使わないでください。

＊後日、郵送で振込用紙をお届けしますので、
　郵便局から代金をお振込みください。

（申し込みから数日後）

１ 2021年度 コロナ禍での
 パキスタンへの衣類送り出しの様子
２－３ パキスタン アル・カイールアカデミー 現地報告

４－５ 皆さまからの衣類の受付について
６ ゆう＊あい お店紹介
７ 就労訓練修了者インタビュー
８ 衣類の送り方と賛助会員加入へのお願い

I NDEX

1,272名

パキスタンの
最新動画が

ご覧になれます。
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